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Dexmedetomidine inhibits LPS-induced inflammatory responses through 
peroxisome proliferator-activated receptor gamma (PPARg) activation 
following binding to a2 adrenoceptors                   
（デクスメデトミジンは a2アドレナリン受容体を介してペルオキシソーム増殖因子
活性化受容体 g（PPARg）を活性化することにより LPS誘発性炎症反応を抑制する） 



















リポ多糖類（以下 LPS）を添加して炎症反応を惹起し、培養細胞における TNFと IL-6の産生、COX-2
遺伝子発現に対するデクスメデトミジンの作用、及び2アドレナリン受容体の拮抗薬であるヨヒンビ
ンを投与した際の拮抗作用について ELISA法または RT-PCR法を用いて評価した。また、COX経路で合






制効果への影響についても評価した。統計学的分析には、one-way analysis of variance および




































































なお、本論文はすでに学術誌「European Journal of Pharmacology」に掲載されており、国際的に
も評価されている。 
  よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
